
（別紙１） 

報告書の概要 

 

１．具体的な相違事象 

 

相  違  事  象 相違件数 精算対象件数 

①契約上の通電時間が８時間の契約に対し、

「５時間」のＴＳを設置 
５７件 ５７件 

②契約上の通電時間が５時間の契約に対し、

「８時間」のＴＳを設置 
３９件 ３件 

③契約上の通電時間が８時間の契約に対し、

「８時間を超える時間」のＴＳを設置 
７件 ０件 

合  計 １０３件 ６０件 

 

 

２．お客さまへの精算対応状況 

精算対象のお客さま６０件すべてについて、精算手続きを完了しています。（精算対象

は、すべて電気料金の払い戻し） 

精算対象件数 対応完了件数 精算金額 

６０件 ６０件 ２,０３１千円 

 （注）過収納金額の払戻しにあたっては、年６％の商事法定利息を付しました。 

 

３．主な発生原因 

（1）ＴＳの定期取替時の設定誤り 

当社は、ＴＳの機能を維持するため定期的に取替を行っておりますが、取替時に作業

票で指示しているＴＳに係る情報（通電開始時刻、通電時間）の見誤り等により、通電

時間を誤って設定し取替したものがありました。 

（2）ＴＳ通電時間設定用「ネジ」の緩み 

ＴＳ取付時の通電時間の設定内容には、問題がなかったものの、通電時間を切替える

「ネジ」が緩むことにより、通電時間が「８時間→５時間」に変更され、結果として通

電時間が相違したものがありました。 

 

 



 

 

（3）契約の新設や変更時の設定誤り 

契約の新設や変更時に、お客さまからのお申し出や契約申込書に記載された契約種別、

負荷設備からＴＳの通電時間を判断して、設定しておりますが、担当者がその判断を誤

って設定し取付したものがありました。 

 

４ 再発防止策 

（1）ＴＳの定期取替業務 

定期取替時の作業者の設定誤りを防止するため、ＴＳ取替の作業票に自主検査欄を設

けるとともに、施工会社（当社の請負会社）において二重チェックを確実に行います。      

また、作業者が設定した通電時間をシステム登録することで、契約内容と相違してい

ないかチェックを行います。 

（平成２０年１０月より実施予定） 

（2）ＴＳ通電時間設定用ネジの緩み防止 

通電時間設定用ネジの緩みを防止するため、通電時間設定用のネジがある機械式ＴＳ

の定期取替にともなう修理時に、全数充填接着剤を用いて８時間に固定します。 

（平成２０年１０月より実施予定） 

（3）新設など契約異動業務 

ＴＳへの通電時間の設定や竣工調査時など各ステップにおける判断誤りを防止するた

め、契約申込書にＴＳの設定情報（通電時間・供給開始時刻）の記入欄を設け、契約受

付時に営業部署が記入し配電部署へ回付します。 

（平成２０年１０月より実施予定） 

（4）検針時におけるＴＳの設定内容の確認 

契約内容とＴＳの通電時間との相違を早期に発見するため、検針時に契約内容とＴＳ

の通電時間とのチェックを行い（年１回）、その組み合わせが正しいかを確認します。あ

わせて、検針時にＴＳを確認する委託検針員への研修を定期的に実施します。 

（平成２１年１月より実施予定） 

 

以  上 


